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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 1

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻開講中！

放送大学大学院
「人間情報科学とeラーニング(‘06)」

主任講師 野嶋栄一郎（早稲田大学）
鈴木克明（熊本大学）
吉田 文（ＮＩＭＥ）

インストラクショナルデザインインストラクショナルデザインインストラクショナルデザインインストラクショナルデザインについについについについ
てててて、、、、巨匠巨匠巨匠巨匠インタビューインタビューインタビューインタビューをををを中心中心中心中心にににに４４４４回回回回
担当担当担当担当していますしていますしていますしています。。。。是非是非是非是非ごごごご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 2

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

ＩＤの第1原理
（5つ星ＩＤ）
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 3

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻ご愛顧ありがとう
ございました・・・

２００４－２００７．３
ｅラーニングコンソシアムからパ

ッケージ教材として発売
２００４－２００５
ブレンディング講習実施

● 引き続きご愛顧お
願いします

www.ibstpi.org
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Current Publications ibstpiのののの書籍書籍書籍書籍
Instructional Design Competencies: 
The Standards

Instructor Competencies: Standards 
for Face-to-Face, Online & Blended 
Settings

Training Manager Competencies: 
The Standards

Evaluator Competencies: The 
Standards

（（（（２０００２０００２０００２０００年第年第年第年第３３３３版版版版））））

（（（（２００４２００４２００４２００４年第年第年第年第3版版版版））））

（（（（２００３２００３２００３２００３年第年第年第年第３３３３版版版版））））

（（（（２００８２００８２００８２００８年第年第年第年第１１１１版刊行予定版刊行予定版刊行予定版刊行予定））））

Instructor Competencies (2004)

5 domains of performance

Professional Foundations

Planning and Preparation

Instructional Methods and Strategies

Assessment and Evaluation

Management

18 competencies 

98 performance statements

3rd Edition after 1988 and 1993

５５５５つのつのつのつの領域領域領域領域

専門家基礎専門家基礎専門家基礎専門家基礎

計画計画計画計画とととと準備準備準備準備

教授方法教授方法教授方法教授方法とととと方略方略方略方略

測定測定測定測定とととと評価評価評価評価

マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント

１８１８１８１８ののののコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー

９８９８９８９８ののののパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス記述記述記述記述

第第第第３３３３版版版版

インストラクターコンピテンシーインストラクターコンピテンシーインストラクターコンピテンシーインストラクターコンピテンシー
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Job 

Role

Ethics and 

Values

Vision 

of Future

Current

Practice
Standards of 

Performance

Identified Skills, 

Knowledge & Attitudes

Validated Skills, 

Knowledge & Attitudes

Domains Competencies
Performance 

Statements

職務上職務上職務上職務上のののの役割役割役割役割

将来将来将来将来ビジョンビジョンビジョンビジョン倫理倫理倫理倫理とととと価値観価値観価値観価値観パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス標準標準標準標準現在現在現在現在のののの職務実践職務実践職務実践職務実践

知識知識知識知識・・・・スキルスキルスキルスキル・・・・
態度態度態度態度のののの同定同定同定同定

知識知識知識知識・・・・スキルスキルスキルスキル・・・・
態度態度態度態度のののの検証検証検証検証

領域領域領域領域 コンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス記述書記述書記述書記述書

The ibstpi competency development model

ibstpiコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシーコンピテンシー開発開発開発開発モデルモデルモデルモデル

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 8

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

詳細は・・・詳細は・・・
http://www.gsis.kumamotohttp://www.gsis.kumamoto--u.ac.jpu.ac.jp//
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 9

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

● ＩＤ入門者のバイブル：待望の必読書です！

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 10

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 11

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

ARCSモデル

ＩＤ（Instructional Design）
にもいろいろあります・・・

9教授事象

5つ星の研修

ゴールベースシナリオ

ズームレンズモデル

STAR遺産モデル

教授トランザクション理論

形成的評価

学習階層分析

ADDIEモデル

ラピッドプロトタイピング ニーズ分析

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 12

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

目標：
教育の効果・効率・魅力を高めること

現実：
効果があがっているか？

無駄がないか？
もっと受けたい授業か？

ＩＤ（Instructional Design）
の目標はなにか
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 13

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

■どんな教育が「良い教育」
か？

IDの目指す３つの目標

● 教育効果：子どもの実力がつく、期待にこたえる
だけの卒業生が送り出せる。

● 教育効率：できるだけ短時間で、無駄なく授業を
する。子どもも教師も省エネ可能。これまでの投
資が活用できる（例：教材の再利用）

● 魅力：さらに勉強したいと思うようになる（継続的
動機）。楽しい授業、成長の実感。教師にとって
も教えることが楽しくなる。

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 14

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

方法：
システム的アプローチを援用して

工学的に問題解決にあたる

→一般形はＡＤＤＩＥモデル
（分析・設計・開発・実施・評価）

Plan-Do-Check-Action (PDCA)

Plan-Do-See (PDS)

IＤ（Instructional Design）
の主な方法とはなにか
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 15

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

ADDIEモデル

Analyze

分析

Design

設計
Develop

開発

Implement

実施

Evaluate

評価

Revise

Revise Revise

Revise

Gagne, R.M., Wager, W.W., Golas, K. C., & Keller, J. M. (2005).  Principles 
of instructional design (5th Ed.).  Wadsworth/Thomson Learning, p.21

ＩＤプロセスモデルの一般形

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 16

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

ＩＤプロセス（手順）

分析 設計

評価 実施

開発

フィードバック

ＩＤプロセスを下支えするＩＤ理論

ＩＤ理論・モデル

学習理論（心理学） コミュニケーション学

メディア技術情報学

どう学ばせるか（効果・効率・魅力）

学習支援方法・環境の要件定義

知識構築・動機づけのメカニズム 情報伝達・関係構築のメカニズム
出典：鈴木克明（２００４）「インストラクショナルデザインの本音」

日本イーラーニングコンソシアム2004年度通常総会資料
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 17

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

Evaluate

評価評価評価評価

Implement

実施実施実施実施

Develop

開発開発開発開発
Review

レビューレビューレビューレビュー
Design

設計設計設計設計

Prototype

プロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプ

2006連続接近法
（Allen, 2006, p. 73）

大学院社会文化科学研究科
教授システム学専攻

Allen, M.W. (2006) Michael Allen’s e-Learning Library: Creating Successful E-
Learning : A Rapid System For Getting It Right First Time, Every Time. Pfeiffer 

Background

背景背景背景背景
Review

レビューレビューレビューレビュー
Develop

開発開発開発開発

Implement

実施実施実施実施

Evaluate

評価評価評価評価

情報収集

Savvy Start

抜け目ない
スタート

プロジェクト
計画

追加設計
Design Proof

校正版 α版
Gold

完成版
β版

Prototype

プロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプ

Prototype

プロトタイプ

Design

設計設計設計設計

Design

設計設計設計設計
Review

レビューレビューレビューレビュー
Develop

開発開発開発開発

Implement

実施実施実施実施

Evaluate

評価評価評価評価

準備 繰り返し設計 繰り返し開発
Preparation Iterative Design Iterative Development

Successive Approximation

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 18

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

大学院社会文化科学研究科
教授システム学専攻

鈴木克明・根本淳子（2005.12.1）講演「セッション２：コースコンテンツの指導方略」 ，ｅ
ラーニングフォーラム2005WINTER，eLearning Conference 2005 Winter，青山学院
大学、配布資料

コース
コンテンツ

設計書

コース
コンテンツ

設計書

成人学習成人学習

構造化

系列化

学習目標学習目標

情報提示情報提示 アクティビティアクティビティ 評価評価＋＋＋＋ ＋＋＋＋

学習環境学習環境

メディア

サポート

学習者学習者

特徴

入口

出口

明確化

特徴(領域)

①①①①

②②②②

③③③③

④④④④

⑤⑤⑤⑤

方略

構造

環境

どう表現してもやることは変わらないでしょう

IDの視点とその関係図
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 19

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

効能（その１）：
よい実践のよさを説明可能にする

→アートをデザインにする
（exportabilityを高める
＝真似しやすくする）

ＩＤ（Instructional Design）
の効能とはなにか

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 20

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

効能（その２）：
よりよい実践を実現する手助けをする

→実践と理論の橋渡しをする
（i.e.,工学）

→実践しながら理論を発展させる
（アクションリサーチ）

ＩＤ（Instructional Design）
の効能とはなにか
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 21

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

効能（その３）：
まだまだ工夫の余地があると

勇気づけられる

→｢折衷主義」
（つかえるものを組み合わせる）

→「楽観主義」
（やれば何とかなる。まだまだ伸びる）

ＩＤ（Instructional Design）
の効能とはなにか

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

IDプロセスプロセスプロセスプロセス
モデルモデルモデルモデル誕生誕生誕生誕生

プログラムプログラムプログラムプログラム学習学習学習学習
行動目標行動目標行動目標行動目標
学習者検証学習者検証学習者検証学習者検証のののの原理原理原理原理

基準準拠評価基準準拠評価基準準拠評価基準準拠評価
形成的評価形成的評価形成的評価形成的評価

行動主義心理学

IDの歴史的変遷
（鈴木、2006、p.92）

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

鈴
木
の
留
学
時
代

グリーンブック
第1巻発刊

第２巻
発刊

パフォーマンステクノロジーパフォーマンステクノロジーパフォーマンステクノロジーパフォーマンステクノロジー
（（（（学習学習学習学習からからからから応用応用応用応用へへへへ））））

教育以外教育以外教育以外教育以外のののの選択肢選択肢選択肢選択肢
KMS（（（（知識管理知識管理知識管理知識管理システムシステムシステムシステム））））
EPSS （（（（業務遂行支援業務遂行支援業務遂行支援業務遂行支援システムシステムシステムシステム））））
遠隔教育遠隔教育遠隔教育遠隔教育 eラーニングラーニングラーニングラーニング
ラピッドラピッドラピッドラピッド・・・・プロトタイピングプロトタイピングプロトタイピングプロトタイピング

第３巻
発刊？

GBS理論理論理論理論

誕生誕生誕生誕生
ARCSモデルモデルモデルモデル

誕生誕生誕生誕生

9教授事象教授事象教授事象教授事象

誕生誕生誕生誕生

認知主義心理学
構成主義心理学

4段階評価段階評価段階評価段階評価
モデルモデルモデルモデル誕生誕生誕生誕生

システムシステムシステムシステム的的的的アプローチアプローチアプローチアプローチ

鈴木克明（2006）「システム的アプローチと学習心理学に基づくID （第
６章）」 野嶋 栄一郎・鈴木克明・吉田文（編著）『人間情報科学と eラー
ニング』放送大学教育振興会
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 23

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

ヴィゴツキーの発達最近接領域
（ZPD：：：：Zone of proximal development）

● 学習者が一人でできることと、自分より有能な他者の
手を借りればできることとの間の領域のことを指してお
り、有能な他者がうまく学習者の「足場をつくってやる＝
支援（scaffolding）」することで、その領域は縮まるもの
と考えられる。

http://www.educ.utas.edu.au/users/ilwebb/research/scaffolding.htm

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 24

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

認知的徒弟制（ブラウン）
Cognitive Apprenticeship

認知的な学習を徒弟制度化するヒント

● 学習目標について、今何を学んでおけば
先になにができるようになるか、因果的な
関係を学習者自身が分かるようにする

● 学習すべきことがらを学習者が既に知って
いることに結びつけ、次に何をすればよい
かが学習者の目からも見えやすくする

● できるかできないかをテストするのではな
く、できたらなぜそれでできるのか、それが
できると次になにができるはずかを考える
習慣をつくる

● 一人ではできないことには手助けを与え、
まずできるようにしてから、その後それを
一人でもできるよう導く

①①①①モデリングモデリングモデリングモデリング Modeling

②②②②コーチングコーチングコーチングコーチング Coaching

③③③③足場足場足場足場づくりとづくりとづくりとづくりと足場外足場外足場外足場外しししし
Scaffolding and Fading

④④④④外化外化外化外化 Articulation

⑤⑤⑤⑤省省省省察察察察 Reflection

⑥⑥⑥⑥探索探索探索探索 Exploration
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ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 25

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

正統的周辺参加
（LPP：：：：Legitimate Peripheral Participation）

● 学習とは「社会的な実践共
同体への参加の度合いを
増すこと」

● 初学者：中心的な役割を果
たすだけの知識や能力が
ない→周辺的参加

● 最終製品に貢献する（正統
的参加）端役（仕立て屋の
ボタン付け）が与えられ、重
大な失敗を最少にするよう
な順序で活動が準備されて
いる

http://www.learningandteaching.info/

learning/situated.htm

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 26

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

Ｍｅｒｒｉｌｌの提唱するID第一原理
（５つ星の研修）

id2.usu.edu

実際社会にある課題

例示適用・応用

統合 活性化
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大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

Community of Practice (CoP)

EBM実践共
同体

知っていて意思決定できるケース（定型患者？）

調べれば意思決定できる
ケース（複雑患者？）

ベストをつくすしか
ないケース（例外患者？）

● 情報共有して例外を減らそう
● 臨床実践を向上させる研究集

団の仲間になろう

● 調べようとするのがプロ
● 調べる方法を知っているのがプロ
● 調べているのがプロ

● 調べようとするのがプロ
● 調べる方法を知っているのがプロ
● この領域は調べなくても済むのがプロ

患者をより賢
くするための
情報公開

新人の成長を助けると
同時に臨床実践共同体
全体を成長させる

患者すら知っている・・・

ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻(修士課程） 28

大学院社会文化科学研究科

教授システム学専攻

EBM教育に有望と考えられる
教授方略（現状を知らないままの一般論）

● 人間モデリング（EBM実践者が語るEBMのよさで説得）
● EBMが変えた臨床現場（EBMの歴史的貢献を知る）

− 過去の複雑が現在の定型になった例

● EBMありとEBMなしの実践例比較（どこが違うかを見る）
● EBM的手法を用いた定型患者シナリオ学習

− 調べ方から伝え方まで

● 医学・臨床モデルの補完的位置づけ（立ち位置）
− 斧で爪を切ることはしない。

● 臨床実践共同体のメンバーシップ獲得と発展への貢献
手段としてのEBM情報共有サイト＋メルマガ
− その使い方を教えて貢献者を称える研修会と位置づける


